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　都市建築の永続性を考えたとき、建てたら耐久性にまか

せ手離しにされるものが多い様に思える。しかし、農業の

ように人が手を加え続けることで得る永続性が存在する。

その永続性を建築に応用し、今、50年後、そしてその先を

視野に入れた建築を計画する。

敷地である豊洲６丁目は原っぱが広がっているが、今後大

規模な開発が行われ約50年後に発展のピークを迎えると考

えられる。まず、この過渡的状況と言える場所に基準とな

る現在は機能を持たない巨大なキューブを点在させる（畑

を置く）。次に、時間の経過とともに空間が付加され（耕

し）機能を持つ複合施設となり（種を蒔き、空間を体験す

ることでの収穫）、温暖化による海面上昇が起こり、解体

を始め水上生活の場となる（また耕す）。

【講評】建築を考える上で農業のサイクルを取り入れたの

は、非常に面白く興味をそそられる。豊洲の土地に種を蒔

き、耕し、収穫すると言うサイクルを50年後、100年後、更

に先へと永続的に続けて行こうと言うのだ。温暖化による

海面上昇にともなって、50年後には刈り取った空間を再利

用して海面に沿って横に付加していく。そのコミュニティ

ーが各所に存在し、海となった豊洲を船で行き来すると言

う、なんとも壮大で楽しくなる構想ではないか。現実的に

は難しい問題を伴うかもしれないが、過去にも著名な建築

家が挑戦したテーマを感じさせる物がある。そこでの変容

が、歴史を積み重ねた都市の記憶として残って行くようで

あれば、永続性を求めた彼の構想は成功したと言えるので

あろう。　　　　　　　　　　　　（審査員：安達文宏）
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